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新緑の滑床渓谷

月号6
June

4月25日㈰春の滑床自然観察登山に26名が参加、白崖のあけぼのつつじや山芍薬の群生地で春の息吹
を満喫しました。（2ページに関連記事）　　　　　　　　　　　　　　写真提供　藤井　勝氏
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春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
４

月
６
日
か
ら
15
日
ま
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
初
日
の
６
日
㈫
に
は
、
虹
の
森

公
園
駐
車
場
で
出
発
式
が
行
わ

れ
、
鬼
北
交
番
や
交
通
安
全
推
進

協
議
会
か
ら
約
40
人
が
参
加
し

て
、「
自
動
車
パ
レ
ー
ド
」
と
「
人

の
輪
作
戦
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

「
自
動
車
パ
レ
ー
ド
」
で
は
、
街
宣

活
動
し
な
が
ら
町
内
を
一
周
し
て

事
故
防
止
の
啓
発
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
運
動
期
間
中
に
は
、
各
小

学
校
で
交
通
安
全
教
室
が
開
か
れ

た
ほ
か
、
13
日
・
14
日
に
は
保
育

園
児
が
マ
ス
コ
ッ
ト
配
布
で
、
道

行
く
ド
ラ
イ
バ
ー
に
交
通
安
全
を

呼
び
か
け
ま
し
た
。
　

春
の
交
通
安
全
運
動

　
４
月
29
日
㈭
、
中
央
公
民
館
主

催
の
、
春
の
自
然
観
察
登
山
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
晴
天
に
恵
ま
れ
た
こ
の
日
は
絶

好
の
登
山
日
和
と
な
り
、
松
山
市

か
ら
の
参
加
者
含
む
滑
床
フ
ァ
ン

26
名
が
藤
井
勝
さ
ん
（
滑
床
を
愛

す
る
会
会
長
）
の
ガ
イ
ド
で
、
三

本
杭
を
目
指
し
ま
し
た
。

　
コ
ー
ス
は
、
千
畳
敷
か
ら
白
崖

を
登
り
、三
本
杭
で
昼
食
を
と
り
、

帰
路
は
雪
輪
沢
か
ら
大
嵓
の
滝
、

雪
輪
の
滝
を
巡
っ
て
、
展
望
美
、

森
林
美
を
満
喫
し
ま
し
た
。

　
滑
床
渓
谷
は
、
四
季
折
々
違
っ

た
表
情
を
見
せ
、
何
度
訪
れ
て
も

登
山
客
を
気
持
ち
良
く
受
け
入
れ

て
く
れ
ま
す
。

　
中
央
公
民
館
で
は
、
秋
に
も
紅

安
心
を
　
み
ん
な
に
と
ど
け
る
　
伊
予
の
道

保育園児マスコット配布

　
残
念
な
こ
と
に
、
運
動
期
間
中

町
内
で
死
亡
事
故
が
発
生
し
ま
し

た
。
車
に
乗
る
人
も
歩
行
者
も
交

通
の
ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー
を
守
っ
て

事
故
防
止
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

葉
の
時
期
に
登
山
を
計
画
し
て
い

ま
す
。
皆
さ
ん
も
滑
床
自
然
観
察

登
山
で
森
の
国
の
魅
力
を
再
発
見

し
て
み
ま
せ
ん
か
。
次
回
の
滑
床

登
山
に
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

春
の
滑
床
自
然
観
察
登
山

　
観
光
シ
ー
ズ
ン
を
前
に
国
立
公

園
滑
床
渓
谷
で
４
月
28
日
㈬
「
滑

床
山
開
き
」
の
神
事
、
式
典
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
神
事
に
は
、
愛
媛
県
・
松
野
町
・

松
野
町
観
光
公
社
・
㈱
ジ
ェ
イ

ア
ー
ル
四
国
ア
ー
キ
テ
ク
ツ
・
宇

和
島
市
・
愛
媛
森
林
管
理
署
・
滑

床
を
愛
す
る
会
・
目
黒
緑
の
少
年

隊
（
松
野
南
小
学
校
児
童
）
な
ど

関
係
者
約
75
名
が
出
席
し
、
森
の

国
発
祥
の
碑
前
で
観
光
客
や
登
山

者
の
安
全
と
観
光
振
興
を
祈
願
し

ま
し
た
。

　
緑
の
少
年
隊
代
表
の
板
尾
奈
々

美
さ
ん
、
岡
田
拳
弥
君
、
立
花
栄
之

介
君
が
ア
マ
ゴ
を
放
流
し
ま
し
た
。

　
式
典
の
後
に
は
、
愛
媛
森
林
管

理
署
及
び
四
万
十
川
森
林
環
境
保

全
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
を
講
師
と

し
て
、
緑
の
少
年
隊
を
対
象
に
し

た
森
林
教
室
が
行
な
わ
れ
ま
し

た
。
雪
輪
の
滝
ま
で
の
樹
木
に
つ

い
て
学
び
、
自
然
の
美
し
さ
や
大

切
さ
を
体
感
で
き
ま
し
た
。

　
新
緑
か
ら
夏
の
渓
谷
美
、
秋
の

紅
葉
と
大
勢
の
観
光
客
が
訪
れ
る

滑
床
渓
谷
は
、
四
季
折
々
の
美
し

い
自
然
美
を
私
た
ち
に
見
せ
て
く

れ
ま
す
。
皆
さ
ん
も
身
近
な
自
然

公
園
に
足
を
運
ん
で
シ
ャ
ク
ナ
ゲ

の
花
や
森
林
浴
を
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。

　
虹
の
森
公
園
や
す
ら
ぎ
ゾ
ー
ン

に
新
し
い
遊
具
『
虹
の
森
ぽ
っ
ぽ
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
』
が
完
成
し
ま
し
た
。

　
４
月
28
日
に
、
完
成
式
典
が
開

催
さ
れ
、テ
ー
プ
カ
ッ
ト
や
松
丸
・

吉
野
生
保
育
園
の
年
長
組
さ
ん
に

よ
る
遊
具
の
使
い
初
め
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
遊
具
は
、
機
関
車
や
ふ
く

ろ
う
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
幼
児
用
複

合
型
遊
具
で
、
公
園
を
訪
れ
る

人
々
に
「
森
の
国
ま
つ
の
」
を
Ｐ

Ｒ
で
き
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
町
内
の
皆
さ
ん
も
公
園
を
訪
れ

た
際
に
は
、
是
非
ご
覧
い
た
だ
き

大
い
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

滑

床

山

開

き

「虹の森ぽっぽ
ステーション」完成！
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ようこそ、松野町へ…。

立花　秀樹 警部補
交通死亡事故防止と高齢者の
振り込み詐欺防止に努めます。
みなさんのご協力を
お願い致します。

松丸駐在所

松野中学校

酒井　博司 先生
広見中学校から転任して参りました。
よろしくお願いいたします。
“懐かしの母校でがんばるゾ～ !! ”

河野　聖也 先生
大洲南中学校から転任して参りました。
よろしくお願いいたします。
“若さと柔道で鍛えたパワーで頑張ります”

宇治　孝惠 先生
日吉中学校から転任して参りました。
どうぞよろしくお願いします。
“保健室で待ってま～す　♥”

松野西小学校

上甲　茂利 先生（校長）
松野町での勤務は初めてになります。
何かとお世話になりますが、よろし
くお願いいたします。

三好　秀二 先生（教頭）
再び母校で勤務できることを有り難く、幸せに
思っています。よろしくお願いいたします。

松本　治土 先生（非常勤講師）
子どもたちと明るく楽しく元気に過
ごしております。一生懸命頑張り
ます。どうぞよろしくお願い
いたします。

柳野　美里 さん
（吉野）

近畿支社からふるさと松野町に
転勤してきました。
貯金の窓口でお待ちしています。
よろしくお願いします。

松野郵便局

　
今
年
度
４
月
12
日
か
ら
、
子
育
て
支
援
の
一
環
と
し
て
森
の
国
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
児
童
ク
ラ
ブ
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
利
用
希
望
の

方
は
役
場
町
民
課
児
童
福
祉
係
（
42
―
１
１
１
３
直
通
）
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

　
主
な
事
業
内
容
等
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

松
野
町
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て

（
名
称
は
な
な
い
ろ
キ
ッ
ズ
に
決
ま
り
ま
し
た
）

事　
　

業　
　

内　
　

容

対
象
者

町
内
の
小
学
校
に
通
学
し
て
い
る
１
年
生
か
ら
３
年

生
ま
で
の
児
童
（
４
年
生
か
ら
６
年
生
も
可
）

実
施
日

平
日
（
月
〜
金
）

　
放
課
後
開
始
　
〜
　
午
後
６
時
ま
で

長
期
休
業
中
及
び
振
替
休
日
（
月
〜
金
）

　
午
前
８
時
　
〜
　
午
後
６
時
ま
で

休
所
日

土
・
日
・
祝
祭
日

年
末
年
始
（
12
／
29
〜
１
／
３
）

お
盆
（
８
／
13
〜
８
／
16
）

利
用
料

児
童
１
人
に
つ
き
月
額
　
４
，
０
０
０
円

　(

入
会
時
に
別
途
傷
害
保
険
加
入
金)

下
校
方
法

（
通
常
登
校
日
）

　
西
小
学
校
： 

学
校
か
ら
徒
歩
で
児
童
ク
ラ
ブ
へ
帰

り
ま
す
。(

ス
タ
ッ
フ
が
引
率)

　
東
小
学
校
： 

学
校
か
ら
児
童
ク
ラ
ブ
専
用
送
迎
バ

ス
で
ク
ラ
ブ
へ
帰
り
ま
す
。(

月
１
，

０
０
０
円
の
定
期
代
が
必
要)

(

長
期
休
業
中
・
振
替
休
日
等)

　
児
童
ク
ラ
ブ
ま
で
各
保
護
者
の
送
迎
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
※ 

利
用
希
望
の
方
は
「
児
童
ク
ラ
ブ
入
会
申
請
書
等
」
の
書
類
が
必
要

で
す
。
入
会
の
書
類
は
役
場
町
民
課
に
あ
り
ま
す
。

　
※ 
夏
休
み
中
の
み
の
利
用
も
可
能
で
す
。（
た
だ
し
、
利
用
料
の
日
割

り
は
あ
り
ま
せ
ん
）

❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖
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俳
句
ポ
ス
ト
投
句
作
品
優
秀
句
一
覧

（
平
成
二
十
二
年
四
月
投
句
分
）

優　

秀

《
虹
の
森
公
園
》

明
日
ま
で
は
待
て
ぬ
と
風
の
桜
か
な
　 

 
八
幡
浜
市
　
前
田
　
夘
一

佳　

作

《
虹
の
森
公
園
》

吉
野
川
遠
く
に
光
り
花
大
根
　 

　
鬼
北
町
　
中
尾
　
　
正

初
蝶
に
思
は
ず
こ
ぼ
す
童
唄 

　
八
幡
浜
市
　
二
宮
　
節
子

花
の
咲
く
森
の
奥
に
ぞ
蝌か

蚪と

住
め
る 

松
野
町
　
上
村
　
滋
孝

春
風
の
優
し
畑
打
つ
農
夫
の
背
　
　 

松
野
町
　
上
村
　
滋
孝

花
び
ら
の
浮
か
ぶ
小
池
に
蝌
蚪
の
住
み 

　
松
野
町
　
上
村
　
滋
孝

花
筏
水
に
映
せ
る
空
に
在
り
　 

　
宇
和
島
市
　
高
取
　
　
希

鍬
の
音
の
響
く
桜
花
舞
ひ
返
る
　 

宇
和
島
市
　
高
取
　
　
希

《
不
器
男
記
念
館
》

登
校
の
列
の
乱
る
る
花
の
下 

鬼
北
町
　
中
尾
　
　
正

石
仏
の
緋
の
よ
だ
れ
掛
け
山
笑
ふ 

鬼
北
町
　
宮
崎
喜
久
郎

米
寿
と
は
よ
く
も
生
き
た
り
山
桜
　 

西
条
市
　
田
坂
喜
久
雄

夏
近
し
ト
ロ
ッ
コ
列
車
の
時
刻
表 

松
山
市
　
和
田
新
太
郎

　

葛　
　

句　
　

会　

四
月
例
会　
　

於　

町
民
セ
ン
タ
ー

夫
病
み
し
は
蚕そ

ら

豆ま
め

の
爪
青
き
頃 

伊
藤
　
富
子

堀
沿
ひ
に
桜
吹
雪
を
浴
び
に
け
り 

岡
本
　
京
子

山
峽
も
住
め
ば
都
よ
桃
の
花 

金
谷
　
重
子

牡
丹
に
灯
と
も
る
頃
の
愁

う
れ
い

か
な 

金
谷
　
恵
子

見
送
り
に
出
で
ゝ
し
ば
し
を
花
の
下 

金
谷
　
文
恵

船
舶
の
行
き
交
う
室
戸
遠
霞
　 

木
下
三
千
恵

桃
咲
き
て
卒
寿
の
妣は

は

を
偲
び
け
り 

駒
山
　
忠
夫

永
き
日
や
砥
石
に
残
る
鎌
の
錆 

谷
　
き
よ
し

車
座
や
さ
し
つ
さ
ゝ
れ
つ
花
む
し
ろ
　 

布
　
　
久
光

藁
葺
の
旧
家
の
歴
史
朝
桜 

布
　
　
康
江

人
あ
ま
た
古
城
に
上
り
つ
つ
じ
咲
く 

ひ
の
た
い
ら

燕
の
巣
指
す
幼
な
子
の
片
笑
窪 

正
木
　
玲
子

卆
業
の
日
大
志
の
面
お
も
て

少
年
に 

松
田
　
文
子

恋
の
猫
隣
の
庭
を
窺
へ
り 

森
田
　
す
み

新
社
員
き
り
っ
と
ネ
ク
タ
イ
似
合
ひ
け
り 

山
下
ス
ミ
子

花
街
道
一
人
遍
路
の
足
早
に 

行
定
キ
ヨ
ノ

　

吉　

野　

句　

会　

四
月
例
会　
　

於　

吉
野
生
公
民
館

春
マ
フ
ラ
ー
少
し
若
め
に
巻
い
て
見
る 

 

赤
松
　
午
子

遠
回
り
し
て
米
つ
つ
じ
に
逢
ひ
に
け
り 

 

　
　  

　 

浅
野
　
雪
子

お
ぼ
ろ
夜
の
餌
を
ほ
し
が
る
迷
ひ
鳩
　 

　
　
　
　 

稲
谷
キ
ミ
子

古
都
の
春
行
き
交
ふ
人
の
万
歩
計
　
　
　 

上
田
み
ち
子

葉
桜
の
柳
の
ご
と
く
枝
垂
れ
を
り 

　
　
　
　
　 

　
岡
本
　
三
葉

禰ね

宜ぎ

進
み
巫
女
従
へ
り
花
は
葉
に 

　
　
　
　
菊
澤
　
大
和

亡
き
母
の
五
十
回
忌
や
著し

ゃ

莪が

の
花
　 

 

　  

竹
内
サ
ダ
子

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

相
　
談
　
会

　
総
務
省
に
よ
る
「
地
上
デ
ジ
タ

ル
放
送
」
に
つ
い
て
の
相
談
会
・

説
明
会
が
開
か
れ
ま
す
。

　
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
へ
の
準
備

が
済
ん
で
い
な
い
方
や
、
ど
う
す

れ
ば
よ
い
の
か
わ
か
ら
な
い
方

は
、
こ
の
機
会
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

〈
相
談
会
〉

・
町
民
セ
ン
タ
ー
１
階
研
修
室

　
６
月
28
日
㈪
〜
29
日
㈫

　
　
午
前
10
時
〜
16
時
30
分

・
吉
野
生
公
民
館
ロ
ビ
ー

　
６
月
28
日
㈪

　
　
午
前
10
時
〜
16
時
30
分

〈
説
明
会
〉

・
町
民
セ
ン
タ
ー
１
階
研
修
室

　
６
月
29
日
㈫

　
　
13
時
〜
13
時
40
分

　
ま
た
、
相
談
会
・
説
明
会
に
参

加
で
き
な
い
方
を
対
象
に
、
電
話

申
込
み
に
よ
る
、
訪
問
相
談
も
行

い
ま
す
。

〈
問
合
せ
・
個
別
相
談
申
込
み
先
〉

愛
媛
県
テ
レ
ビ
受
信
者
支
援
セ
ン

タ
ー
（
デ
ジ
サ
ポ
愛
媛
）
相
談
会

グ
ル
ー
プ

☎
０
８
９
・
９
４
３
・
６
０
３
９

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
８
９
・
９
４
３
・
６

０
５
５

え
び
ね
・
山
野
草 

展
示
会

ご
存ぞ
ん
知じ

で
す
か
？
　
埋ま
い
蔵ぞ
う
文ぶ
ん
化か

財ざ
い
包ほ
う
蔵ぞ
う
地ち

　
河か

後ご

森も
り

城
じ
ょ
う

跡あ
と

の
よ
う
な
昔
の

人
々
が
住
ん
で
い
た
施
設
の
あ
と

や
使
っ
て
い
た
道
具
が
土
に
埋

ま
っ
て
い
る
場
所
、
つ
ま
り
遺い

跡せ
き

で
あ
る
可
能
性
が
高
い
場
所
の
こ

と
を
「
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
」
と

呼
ん
で
い
ま
す
。
現
在
、
松
野
町

内
に
は
39
箇
所
が
存
在
し
て
お

り
、
そ
の
種
類
に
は
、
最
も
多
い

城
じ
ょ
う

館か
ん

跡
を
は
じ
め
、
墳ふ

ん

墓ぼ

や
集

落
跡
、
生
産
遺
跡
、
散
布
地
な
ど

が
あ
り
ま
す
。ま
た
、時
代
も
様
々

で
、
数
千
年
以
上
む
か
し
の
旧

き
ゅ
う

石せ
っ

器き

、
縄

じ
ょ
う

文も
ん

時
代
か
ら
中
世
、
近
世

に
至
る
ま
で
確
認
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
こ
の
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
に
つ

　
４
月
24
日
・
25
日
の
２
日
間
、

虹
の
森
公
園
で
、
え
び
ね
と
山
野

草
の
展
示
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
、
松
野
え
び
ね
山
草

会
会
員
の
皆
さ
ん
が
丹
精
こ
め
て

育
て
た
、
え
び
ね
と
山
野
草
が
多

数
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
虹
の
森
公
園
の
通
路
に
は
、
え

び
ね
の
甘
い
香
り
が
広
が
り
、
連

休
初
日
で
お
さ
か
な
館
な
ど
を
訪

れ
た
大
勢
の
観
光
客
を
楽
し
ま
せ

ま
し
た
。

ま
た
珍
し

い
山
野
草

も
展
示
さ

れ
、
充
実

し
た
展
示

会
と
な
り

ま
し
た
。

い
て
は
、
町
教
育
委
員
会
に
位
置

図
や
台
帳
を
備
え
て
お
り
、
こ
の

場
所
で
土
木
工
事
な
ど
を
行
う
場

合
に
は
、
文
化
財
保
護
法
の
規
定

に
よ
り
60
日
前
ま
で
に
届
出
を
行

わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
計
画

の
あ
る
場
合
に
は
、
お
早
め
に
町

教
育
委
員
会
ま
で
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
（
☎
42
・
１
１
１
８
）。
な

お
、
そ
れ
以
外
で
あ
っ
て
も
、
工

事
や
掘
削
中
に
土
の
中
か
ら
何
ら

か
の
埋
蔵
文
化
財
を
発
見
し
た
場

合
に
は
、
現
状
を
変
更
す
る
こ
と

な
く
届
け
出
る
必
要
が
あ
り
ま
す

の
で
、
速
や
か
に
町
教
育
委
員
会

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（
町
花 

エ
ビ
ネ
）
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　町内在住で、保育
園に入っていないお
子さんをお持ちのお
母さん方、支援セン
ターに遊びに来てみ
ませんか？おしゃべ
りをしたり情報交換
をしたりと、気楽に
ご利用ください。

①自由解放日
　　…月、水、木、（９時30分～15時まで）
　　自由に利用できます。
②みんなで遊ぼう
　　…火、金（９時30分～11時30分まで）
　 　 戸外遊び・お散歩・紙芝居・保健師との子
育て相談・園の行事参加もあります。

 松丸保育園併設
　　　　松野町子育て支援センター

（担当　二宮　森野）

対象：発育や発達に不安のある幼児・児童・生徒の保護者
目的： 養育や教育に係る相談活動を実施し、特別支援教育に

関する適切な理解・啓発を図る。
主催：愛媛県教育委員会
期日及び会場：７月２日㈮　八幡浜市総合福祉文化センター
　　　　　　　７月８日㈭　南予地方局 
　「平成22年度子ども支援教育相談」が実施されます。松野
町教育委員会で受付けています。相談を希望される方は、気
軽にご連絡ください。

＜連絡先＞☎42－1118　担当　学校教育係

　社員、従業員、アルバイトなどを一人でも雇っている会社
は、すぐに労働保険（労災・雇用）に加入を。
　労働保険（労災保険・雇用保険）の平成22年度の年度更新
が始まります。
　手続き期間は、６月１日から７月12日までです。手続きは
お早目に!!
　電子申請もご利用になれます。http://www.e-gov.go.jp/
お問合せは
　愛媛労働局労働保険徴収室  ☎089（935）5202
　　又は、最寄りの労働基準監督署まで。

「
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
を

　
考
え
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
」の

お
知
ら
せ

　「
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
の
解
決
の

促
進
に
関
す
る
法
律
」
が
施
行
さ

れ
て
一
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

　
県
内
で
の
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
に

関
す
る
学
習
や
取
組
み
も
広
が
っ

て
き
て
い
ま
す
。

　
松
野
町
で
は
、
吉
野
出
身
の
歌

人
・
政
石
蒙
さ
ん
を
と
お
し
て
ハ

ン
セ
ン
病
問
題
を
考
え
る
フ
ォ
ー

ラ
ム
を
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま

す
。
是
非
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】

・
６
月
26
日
㈯

　
午
後
１
時
〜
午
後
３
時
30
分

【
場
所
】

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

【
内
容
】

・ 

あ
お
ぞ
ら
子
ど
も
会
と
中
学
生

の
研
究
発
表
　
　 

・ 

国
立
療
養
所
「
大
島
青
松
園
」

関
係
者
や
政
石
さ
ん
の
親
族
に

よ
る
対
談
と
意
見
交
換
な
ど

人
権の広場

　
ハ
ン
セ
ン
病び
ょ
う

癒い

ゆ
る
と
も
人ひ
と

に
非あ
ら

ず
と
ふ
投と
う

書し
ょ

を
前ま
え

に
何な
に

を
か
言い

は
む

　
政ま
さ

石い
し

さ
ん
は
、
差さ

別べ
つ

に
負ま

け
ず
に
生い

き
た
体た
い

験け
ん

や
差さ

別べ
つ

と
闘
た
た
か

う
思お
も

い
を
短た
ん

歌か

に
し
、
生い

き
る
支さ
さ

え

と
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
さ
ら
に
大お
お

勢ぜ
い

の
人ひ
と

に
差さ

別べ
つ

の
現げ
ん

実じ
つ

を
伝つ
た

え
、
関か
ん

心し
ん

を
も
っ
て
ほ
し
い
と
多お
お

く
の
短た
ん

歌か

や
随ず
い

筆ひ
つ

を
生う

み
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
差さ

別べ
つ

を
な
く
そ
う
と
す
る
強つ
よ

い
意い

志し

が
燃も

え
続つ
づ

け
て
い
ま
す
。

　
政ま
さ

石い
し

さ
ん
は
「
ら
い
予よ

防ぼ
う

法ほ
う

」
廃は
い

止し

運う
ん

動ど
う

、「
ハ
ン
セ
ン
病
び
ょ
う

国こ
っ

家か

賠ば
い

償
し
ょ
う

訴そ

訟
し
ょ
う

」
な
ど
に
も
参さ
ん

加か

し
ま
し
た
。
ハ
ン
セ
ン
病
び
ょ
う

は
完か
ん

全ぜ
ん

に
治な
お

る
病び
ょ
う

気き

に
な
っ

て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
ら
い
予よ

防ぼ
う

法ほ
う

」
は
一
九
九
六
年ね
ん

（
平へ
い

成せ
い

八は
ち

年ね
ん

）

ま
で
存そ
ん

続ぞ
く

し
、
人ひ
と

々び
と

の
差さ

別べ
つ

心し
ん

は
残の
こ

っ
た
ま
ま
だ
っ
た
か
ら
で
す
。

　
晩ば
ん

年ね
ん

、
政ま
さ

石い
し

さ
ん
は
、「
生い

き
て
い
て
よ
か
っ
た
。」

と
言い

い
ま
し
た
。
い
く
つ
も
の
困こ
ん

難な
ん

の
中な
か

で
生い

き
抜ぬ

い
た
政ま
さ

石い
し

さ
ん
は
、
差さ

別べ
つ

と
の
闘
た
た
か

い
に
打う

ち
勝か

っ
た
と
思お
も

い
ま
す
。
政ま
さ

石い
し

さ
ん
に
と
っ
て
短た
ん

歌か

は
そ

の
闘
た
た
か

い
の
武ぶ

器き

で
し
た
。
そ
れ
は
、
決け
っ

し
て
相あ
い

手て

を
攻こ
う

撃げ
き

す
る
の
で
は
な
く
、

み
ご
と
に
人ひ
と

々び
と

の
心
こ
こ
ろ

を
揺ゆ

り
動う
ご

か
し
、
勇ゆ
う

気き

を
与あ
た

え
る
よ
う
な
武ぶ

器き

で
し
た
。

そ
し
て
、「
ぼ
く
だ
っ
て
弱よ
わ

い
人に
ん

間げ
ん

だ
よ
。」
と
語か
た

り
、
私
わ
た
し

た
ち
を
励は
げ

ま
し
、

「
政ま
さ

石い
し

さ
ん
の
よ
う
に
生い

き
た
い
。」と
い
う
思お
も

い
を
い
だ
か
せ
ま
す
。
そ
れ
は
、

「
反は
ん

差さ

別べ
つ

」
へ
向む

か
わ
せ
る
大お
お

き
な
武ぶ

器き

だ
と
、
私
わ
た
し

は
思お
も

い
ま
す
。

  

ま
た
、
政ま
さ

石い
し

さ
ん
は
、「
差さ

別べ
つ

を
す
る
の
は
特と
く

別べ
つ

な
人ひ
と

で
は
あ
り
ま
せ
ん
よ
。」

と
教お
し

え
て
い
る
よ
う
に
思お
も

い
ま
す
。『
大だ
い

部ぶ

分ぶ
ん

』
の
人ひ
と

は
、
思お
も

い
込こ

み
が
あ
り
、

偏へ
ん

見け
ん

を
も
ち
ま
す
。『
大だ
い

部ぶ

分ぶ
ん

』
の
人ひ
と

は
、
ハ
ン
セ
ン
病
び
ょ
う

に
対た
い

す
る
無む

知ち

や
無む

関か
ん

心し
ん

か
ら
、
真し
ん

偽ぎ

を
確た
し

か
め
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
し
て
、
偏へ
ん

見け
ん

を
も
ち
差さ

別べ
つ

を
し
て
い
る
こ
と
に
気き

が
付つ

か
な
い
こ
と
も
多お
お

い
ま
ま
、
差さ

別べ
つ

さ
れ
る
人ひ
と

の

思お
も

い
を
無む

視し

（
い
な
い
こ
と
に
）
し
、
本ほ
ん

人に
ん

、
家か

族ぞ
く

や
親し
ん

戚せ
き

ま
で
苦く
る

し
め
る

結け
っ

果か

と
な
り
ま
し
た
。

  

け
れ
ど
も
…

「
こ
の
『
大だ
い

部ぶ

分ぶ
ん

』
の
人ひ
と

の
中な
か

に
、『
あ
な
た
』
も
入は
い

っ
て
い
る
の
で
す
よ
。」

と
政ま
さ

石い
し

さ
ん
は
言い

う
で
し
ょ
う
。
自じ

分ぶ
ん

は
（
私
わ
た
し

こ
そ
実じ
つ

に
）、
思お
も

い
込こ

み
が
強つ
よ

く
偏へ
ん

見け
ん

を
も
ち
、
弱よ
わ

い
人に
ん

間げ
ん

で
す
。
で
す
か
ら
、
差さ

別べ
つ

は
人ひ
と

ご
と
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
自じ

分ぶ
ん

自じ

身し
ん

の
、
現げ
ん

在ざ
い

の
問も
ん

題だ
い

な
の
で
す
。

 

松
野
西
小
学
校　

人
権
・
同
和
教
育
主
任　

酒
井
節
子

 

政ま
さ

石い
し

さ
ん
か
ら
の
伝
言
⑤

平成22年度　子ども支援教育相談 子育て支援（つくしんぼ）参加者募集平成22年
度

 

 

 

事業主の皆さまへ
“社員の安心が、会社の力”労働保険の年度更新
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◆
と　

き　

６
月
１
日
㈫

　
　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

◆
と
こ
ろ　

 
松
野
町
　
町
民
セ
ン

タ
ー　

老
人
室

◆
内　

容　

 
人
権
に
関
す
る
こ
と

◆
相
談
員　

 
人
権
擁
護
委
員

◆
相
談
料　

無
料

◆
と　

き　

６
月
10
日
㈭

　
　
　
　
　
午
前
10
時
〜
正
午

◆
と
こ
ろ　

 

松
野
町
　
町
民
セ
ン

タ
ー
　
婦
人
室

◆
内　

容　

 

行
政
に
関
す
る
苦
情

や
要
望

◆
相
談
員　

 

有
馬
　
節
男
（
政
相

談
員
）

◆
相
談
料　

無
料

◆
と　

き　

６
月
10
日
㈭

　
　
　
　
　
午
前
10
時
〜
正
午

◆
と
こ
ろ　

 

松
野
町
　
町
民
セ
ン

タ
ー
　
老
人
室

◆
内　

容　

 

心
配
ご
と
・
法
律
相

談

◆
相
談
員　

 

民
生
児
童
委
員

◆
相
談
料　

無
料

　﹇
人
権
法
律
﹈

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

　﹇
行
政
相
談
﹈

　

本
年
４
月
か
ら
「
児
童
手
当
」

に
代
わ
り
「
子
ど
も
手
当
」
が
始

ま
り
ま
し
た
。
中
学
校
修
了
ま
で

の
子
ど
も
を
対
象
に
、
一
人
に
付

き
月
額
１
万
３
千
円
を
親
等
に
支

給
す
る
制
度
で
す
。

【
申
請
の
必
要
な
方
】

◎ 
中
学
２
・
３
年
の
子
ど
も
を
持

つ
方

◎ 

所
得
制
限
な
ど
で
児
童
手
当
を

受
給
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
方

【
申
請
の
必
要
が
な
い
方
】

◎ 

本
年
３
月
ま
で
児
童
手
当
を
受

給
さ
れ
て
い
る
方

※ 

松
野
町
に
お
住
ま
い
の
方
に
つ

い
て
は
、
４
月
中
に
申
請
手
続

き
の
案
内
文
書
を
送
付
し
て
い

ま
す
。

　
本
年
４
月
分
か
ら
の
子
ど
も
手

当
を
受
給
す
る
た
め
に
は
、
９
月

30
日
ま
で
の
申
請
が
必
要
で
す
。

該
当
の
方
で
案
内
文
書
の
届
い
て

い
な
い
方
は
左
記
の
連
絡
先
ま
で

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
連
絡
先
】

　

役
場
町
民
課
　
児
童
福
祉
係

　
☎
42
・
１
１
１
３
（
直
通
）

子
ど
も
手
当

申
請
は
お
早
め
に

　﹇
心
配
ご
と
相
談
﹈

　

こ
の
度
、中
宇
禰
英
三
さ
ん（
松

山
在
住
）
が
春
の
叙
勲
で
「
瑞
宝

小
綬
章
」
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

中
宇
禰
さ
ん
は
、松
丸
の
出
身
で
、

県
警
本
部
防
犯
部
長
等
を
歴
任
さ

れ
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
受

章
は
、
こ
の
実
績
と
功
績
が
認
め

ら
れ
た
も
の
で
す
。

　
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

春
の
叙
勲

　
「
特
定
計
量
器
（
は
か
り
）」
の

定
期
検
査
を
実
施
し
ま
す
。
取
引

ま
た
は
証
明
に
「
は
か
り
」
を
使

用
し
て
い
る
方
は
、
２
年
に
１
度

の
定
期
検
査
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
合
格
シ
ー
ル
の
な
い
は

か
り
は
、
原
則
と
し
て
使
用
で
き

ま
せ
ん
。

　
６
月
７
日
㈪
午
前
11
時
〜
午
後

15
時
ま
で
町
民
セ
ン
タ
ー
で
、
は

か
り
の
検
査
を
お
こ
な
い
ま
す
。

取
引
や
証
明
に
「
は
か
り
」
を
使

用
し
て
い
る
方
は
、
必
ず
受
検
し

て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
ヘ
ル
ス
メ
ー
タ
ー
、
キ

ッ
チ
ン
ス
ケ
ー
ル
等
を
家
庭
内
で

使
用
し
て
い
る
場
合
は
、
検
査
の

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
問
合
せ
先
】

愛
媛
県
計
量
検
定
所

☎
０
８
９
・
９
４
７
・
４
０
０
１

ま
た
は
、
役
場
産
業
振
興
課

☎
42
・
１
１
１
６

※ 

検
査
に
は
、
手
数
料
が
必
要
で

す
。 計

量
器
検
査
の

お
知
ら
せ

中
宇
禰
英
三
氏（
80
歳
）

警
察
功
労
で「
瑞
宝
小
綬
章
」受
章

不法電波は、許さん！
電波利用環境保護周知啓発強化期間

６月１日～10日

　「最近どうもテレビの画面が急に乱れる」

「ラジオを聞いていたら、突然、変な声が

入ってきた」などの体験をしたことはあり

ませんか？

　これらは、不法電波による妨害であるこ

とが少なくありません。不法電波は、私達

の生活を守る消防や防災のための無線から

一般の無線まで広く被害を与えています。

　もし、お気づきのことがありましたら

　　総務省四国総合通信局

　　　☎089－936－5051まで
　お知らせください。

　【地球にやさしい電話帳をつくるため 
古い電話帳の回収にご協力を】

　ＮＴＴグループでは、地球にやさしい取り組みとして、新

しい電話帳をお届けする際に古い電話帳を回収させていただ

き、それを新しい電話帳の原材料とする『電話帳クローズド

ループリサイクル』の取り組みを行っております。次回は６

月に新しい電話帳をお届けしますが、その際には配達員に古

い電話帳を渡していただき、回収にご協力ください。 
　なお、新しい電話帳をお届けした際にご不在で回収できな

かった場合は、後日改めて回収にお伺いいたしますので、お

手数ですがタウンページセンタまでご連絡ください。 
　また、タウンページセンタでは電話帳に関する各種ご要望

（お届け先や配達冊数の変更等）も承っております。お気軽に

お申し付けください。 

　タウンページセンタ（0120－506－309）無料 
　受付時間／平日 午前９：00～午後５：00
　お休み／土曜・日曜・祝日、年末年始（12月29日～１月３日）
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　水道週間は、健康で文化的な国民生活や様々な社
会経済活動を支えるうえで、重要な役割を果たして
いる水道について、利用者の理解を深め、水道事業
の今後の発展のために、厚生労働省と全国の水道事
業体等が連携してさまざまな広報活動や関連行事を
行うものです。
　水道は、安全でおいしい水を豊富に供給するため
の重要な施設です。朝の目覚めに飲む美味しい水、
顔を洗う冷たい水、水道の水は暮しに欠かせないも
のです。「当たり前」に存在していると思っている水
も、さまざまな環境が影響して、安心な供給が難し
くなってきています。少雨時の渇水対策や、水源の
汚染などに対する水質保全対策は、私達一人一人が
水の大切さを認識して守っていかなくてはなりません。
　節水は誰もができるエコマナーです。水道も私達
の知恵もひとひねりして環境にやさしい暮しを心が
けましょう。
※水道料金は、納め忘れのない口座振替が便利です。
※水道についての問合せは､役場建設環境課へ

☎42－1114

６月４日～10日までは歯の衛生週間
６月４日は虫歯予防デーです。

　虫歯を予防するには、正しい歯磨きの仕方とお口

の手入れが大切、歯や歯肉に異常があれば早目に治

療しましょう。

　特に子どもの虫歯は、予防が大切です。

虫歯予防のポイント

　①　 かかりつけ歯科医を決め、定期的に検診を受
けましょう。

　②　 歯の汚れが虫歯の原因です、お口の中を清潔
にしましょう。

　③　 １日３回３分間、時間をかけて歯ブラシを丁
寧に動かして１本、１本きちんと磨きましょう。

自分と家族の健康のために、
禁煙を始めましょう。
たばこの健康影響を知ってください

　～５月31日は世界禁煙デー、
　　　　　　　　　　新たな命を煙から守る～

　たばこを吸う人は、吸わない人に比べ、がん（肺

がん、咽頭がん等）や虚血性心疾患（心筋梗塞、狭

心症等）のリスクが高くなることがわかっています。

　また、他人のたばこの煙による受動喫煙において

も、眼や鼻などへの刺激や、肺から吸収された煙に

よる健康影響が報告されています。

　特に、健康影響を受けやすい妊婦授乳児を受動喫

煙から守ることが大切です。

　　　　　　　　　　新たな命を煙から守る～

６月１日㈫～６月７日㈪は
水道週間です！
〈今年のスローガン〉 

　　水道に　寄せる信頼　飲む安心

平成22年度　第52回水道週間のお知らせ

●布団をめぐる被害とは
　高齢者宅に無料で布団の点検をすると訪問し「布
団にカビが生えているのでクリーニングしたほうが
いい。カビが増えたら体によくない」などと不安を
あおり、半ば強引に契約させることがあります。
　支払能力以上の高額な契約をさせたり、次から次
へと商品を勧め、結果的に契約金額が高額になって
いることもあり注意が必要です。
●被害にあわないために
☆ 業者の説明を鵜呑みにせず、本当に必要なものか
どうか判断しましょう。
☆ 契約を急がせたり、強引に契約をする業者には気
をつけましょう。
☆ もし契約してしまったら、訪問販売の場合、８日
以内であればクーリングオフすることができます
ので、最寄りの相談窓口に相談しましょう。
☆ 高齢者に対しては、日頃から見慣れない商品が大
量にないか、不審な契約書類等がないかなど、日
頃から家族や周りの方で確認しましょう。

《松野町産業振興課からのお知らせ》
　松野町産業振興課では、毎週火曜日に消費生活専
門相談員による、消費生活の困り事相談をお受けし
ています。個人情報は堅く守られますので、気軽に
ご連絡ください。
　なお、消費生活センターでは、弁護士及び司法書
士による無料相談（毎週火曜日　13：30～16：30）
を行っています。専門的な知識が必要な問題につい
ては、消費生活センターに相談ください。

【消費生活に関する相談窓口】
　松野町産業振興課商工観光係

☎42－1116
　愛媛県消費生活センター

☎089－925－3700

高額な布団を次々と…
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　６月は『防災

対策強調月間』

です。梅雨前線

や台風などの影

響で大雨による

災害が起きやす

い季節です。 　
　県ではこの月

間中、河川、道路なのどの土木施設や工事現場の

パトロールを強化し、危険箇所の発見や応急工事

の実施など災害の未然防止に努めています。

　皆さんも、テレビ、ラジオなどの災害情報に注

意し、危険が迫ったときはすぐに避難するなど、

災害に対する警戒

を十分に心掛けて

ください。

　また、災害に備

えて懐中電灯や携

帯ラジオなども常

に準備しておきま

しょう。なお、危

険な箇所を見かけたときは、地方局や役場にお知

らせください。 災害の防止に皆さんのご協力をお
願いします。

【問合せ先】役場総務課　☎42－1111
　　　　　　建設環境課　☎42－1114

　松山地方気象台では、愛媛県をいくつかの区域に分けて
大雨警報などを発表しています。平成22年５月27日㈭13
時からは「○○市・○○町に対して大雨警報を発表」など、
市町を対象として発表する改善を行います。これにより、
警戒の必要な市町が明確になるなど、効果的な防災対応に
つながるものです。
　気象台では、平成16年の豪雨や多数の台風被害を受け
て、防災気象情報の改善を進めており、今回の改善につい
てもその一環として実施するものです。

市町を対象として発表する警報の効果の例
（愛媛県　平成21年８月10日の大雨の場合）

例 現在の発表 平成22年5月27日
からの発表

大雨警報 

中予
（含まれる市町： 松山市、伊予市、

東温市、久万高原
町、松前町、砥部町）

東予東部
（含まれる市町： 新居浜市、西条市、

四国中央市）
南予北部
（含まれる市町： 八幡浜市、大洲市、

西予市、内子町、
伊方町）

南予南部
（含まれる市町： 宇和島市、松野町、

鬼北町、愛南町）

久万高原町、砥部
町、西条市、四国
中央市、大洲市、
西予市、内子町、
宇和島市、松野町、
鬼北町、愛南町

大雨注意報 東予西部（含まれる市町： 今治市、上島町）

松山市、伊予市、
東温市、新居浜市、
今治市、上島町、
八幡浜市、伊方町

⇨

問合せ先：松山地方気象台　防災業務
電話：089-933-3610 ／ FAX：089-943-6250

　松野町個人情報保護条例第44条の規定により、平成
21年度の個人情報保護制度の運用状況を公表します。

個人情報の開示請求件数及び決定等の状況
（平成21年４月１日から平成22年３月31日まで）

区分

実施
機関名

請求
件数

実施機関による
決定等の内容 異議

申立
件数

個人情報
保護審査会 決 　定

全部
開示

一部
開示

非開
示

不存
在

諮問
件数

答申
件数

審議
中 開示 非開

示※

町 長 部 局 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

教育委員会 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

選挙管理委員会 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

監 査 委 員 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

農業委員会 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

固定資産評価
審 査 委 員 会 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

議 会 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

　松野町情報公開条例第24条の規定により、平成21年
度の情報公開制度の実施状況を公表します。

開示請求等に対する決定等の状況
（平成21年４月１日から平成22年３月31日まで）

区分

実施
機関名

請求
件数

実施機関による
決定等の内容 異議

申立
件数

情報公開審査会 決 　定

全部
開示

一部
開示

非開
示

不存
在

諮問
件数

答申
件数

審議
中 開示 非開

示※

町 長 部 局 ６ ６ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

教育委員会 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

選挙管理委員会 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

監 査 委 員 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

農業委員会 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

固定資産評価
審 査 委 員 会 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

議 会 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

※一部開示を含む ※一部開示を含む

６月は『防災対策強調月間』です
 風水害に備えて万全の対策を

現　在
愛媛県を、複数の市町が含
まれるいくつかの地域に分
けて、警報や注意報を発表。

平成22年５月27日から
市町を対象区域として
警報や注意報を発表。

平成22年５月27日㈭13時から
気象警報・注意報が市町ごとに発表されます。

個人情報保護制度の運用状況 情報公開制度の実施状況
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　中山間地域等直接支払制度は、中山間地域等の農業条件不
利地の農業生産活動維持と、その地域の持つ多面的な機能を
保持する観点から、対象となる地域の農家の方に対して、国
民の理解の下に、平成21年度が第２期対策の最終年度として
取組まれ、中山間地域等直接支払交付金が交付されました。
　この制度は、公平性、透明性を確保する観点から、その年
度毎の実施状況を報告することとなっており、５か年間引続
き同じ制度が実施されますので、その取組結果を下記により
報告いたします。
　なお、詳細につきましては取組集落の代表者会を通じてお
知らせいたします。

○松野町の対象農用地
　農業振興地域内で、１ha以上のまとまりのある農用地で20
分の１（概ね５度）以上の傾斜のある田（田の内、永年生作
物植栽地は畑扱いとなり８度以上が必要）

○対象者
　上記の対象農用地に該当し、集落協定に基づき、５か年以
上継続して農用地等の管理を行う方が対象となります。

○集落協定とは
　交付金の交付を受ける場合には、対象となる参加者で協議
を行い、参加者の合意の下で集落協定を締結します。協定には、
集落で取り組む５か年間の内容を定めます。また、共同での
活動を通じて耕作放棄地を防止する観点から、交付金の２分
の１以上は、共同取組活動にあてられることとなっています。

○交付単価
（通常単価）　　田　10ａ当たり　21,000円
　　　　　　　畑　10ａ当たり　11,500円（傾斜15度以上）
　　　　　　　畑　10ａ当たり　3,500円（傾斜８度～15度）
（ミニマム単価）田　10ａ当たり　16,800円
　　　　　　　　畑　10ａ当たり　9,200円（傾斜15度以上）
　　　　　　　　畑　10ａ当たり　2,800円（傾斜８度～15度）

平成21年10月1日から平成22年３月31日までの入札結果の概要
入札日 工　　事　　名 工事場所 工事種別 工事概要 落札業者 金額（円） 着工完成 所管課

平成21年　
11月26日 延野々部落集会所建設工事 延野々 建築

木造瓦葺平屋建
建築面積：231.27㎡
延床面積：229.99㎡

㈲金谷住宅建築工業 28,354,000 21.11.27
22.03.26 教　育　課

平成21年　
12月28日 町道葛川富岡線舗装工事 吉野 舗装

L=400m
W=3.0(4.0)ｍ 宇和島道路舗装㈱ 6,195,000 21.12.25

22.02.28 建設環境課

平成22年　
　1月19日 小集落改良住宅手摺改修工事 豊岡 建築

豊岡団地　28戸
窪田団地　８戸

金谷建設合名会社 4,725,000 22.01.20
22.03.10 建設環境課

平成22年　
　1月28日 日吉・松野線林道災害復旧工事 蕨生 建築 施工延長　Ｌ＝12.0ｍ 合名会社松野建設 2,091,600 22.01.29

22.03.23 産業振興課

平成22年　
　2月19日 虹の森公園遊具設置工事 延野々 建築 複合型遊具設置 金谷建設合名会社 13,125,000 22.03.01

22.04.26 産業振興課

平成22年　
　2月19日 松野町青少年旅行村施設撤去工事 目黒 建築

施設撤去281㎡、27㎡×
2、19㎡、18㎡、11㎡、
21㎡、遊具撤去一式

合名会社松野建設
3,979,500 
変更後 

4,320,000

22.02.22
22.03.26 産業振興課

平成22年　
　2月19日 大門温泉源泉ガス分離装置設置工事 延野々 その他

大門温泉源泉へガス分離
装置設置

渡辺電機
4,173,750 
変更後 

4,578,000

22.02.22
22.03.26 産業振興課

平成22年　
　2月25日 史跡河後森城跡災害復旧工事 松丸・富岡地内 災害復旧

西部地区における整備土塁の
災害復旧工事（仮設工など）

合名会社松野建設 3,780,000 22.02.27
22.03.28 教　育　課

平成22年度中に入札を行う予定の工事
区分

（新規又は変更）
工　　事　　名 工事場所 工事期間 工事種別 工事概要 入札・契約方法 入札予定時期

新規 森の国ドーム改修工事 豊岡 平成22年5月～6月末 土    木 人工芝　１２０４㎡ 指名競争入札 平成22年5月

新規 史跡河後森城跡環境整備工事 松丸・富岡地内 平成22年7月～平成23年3月 史跡整備 風呂ヶ谷地区の登城道の整備工事 指名競争入札 平成22年6月

新規 史跡河後森城跡災害復旧工事 松丸・富岡地内 平成22年7月～平成23年3月 災害復旧 西部地区の整備土塁の災害復旧工事 指名競争入札 平成22年6月

新規
松野町文化財収蔵庫兼展示室
改修工事

松丸１２２ 平成22年6月～7月 改    修
既存施設（旧若葉寮）についての
文化財関連収蔵庫、展示室等への
改修工事

指名競争入札 平成22年6月

新規
松丸保育園屋根庇・非常用出口
設置・テラス柵塗装工事

松丸保育園 平成22年6月以降 建    築
屋根庇（Ｌ＝77.2ｍ）
非常用出口（２か所）　　　　　　
テラス柵塗装

指名競争入札 平成22年6月

新規 小集落改良住宅ベランダ屋根設置工事 松丸 平成22年7月～9月 建    築 向井団地 指名競争入札 平成22年6月

新規
砂補第13号富岡7-14がけ崩れ
防災対策事業

富岡 平成22年9月～12月 砂    防 L=13ｍ 指名競争入札 平成22年9月

新規
松野町国民健康保険中央診療所及
び松野町保健センター改修工事

中央診療所及び
保健センター

平成22年9月～10月 設備工事 冷暖房空調機器等改修 指名競争入札 平成22年9月

新規 町道古井谷線改良工事 延野々 平成22年11月～平成23年3月 道路改良 L=100ｍ　　W=5.5（9.25） 指名競争入札 平成22年10月

平成21年度松野町中山間地域等直接支払制度概要報告
○集落協定数
　14集落（協定参加農業者　延べ471人）

○協定農用地
　田　　　　1,532,260㎡
　畑相当地　　 87,849㎡
　合　計　　1,620,109㎡

○交付金交付金額
　合　計　 30,544,428円

○集落毎の協定状況

協定集落名 参加者数 協定面積（㎡） 備　　考

延野々　古井谷 ５ １５，１１４ ミニマム単価

豊岡前　６区 １３ ３３，０９１ 　〃

〃　　　７区 ２１ ６７，３１１ 　〃

〃　　　８区 １３ ８０，６５４ 　〃

富　岡 １００ ４１６，５１９ 通常単価

上家地　１区 １１ ３２，８８０ ミニマム単価

〃　　　２区 １０ ４２，８２８ 　〃

〃　　　３区 ３ １６，９９５ 　〃

目　黒 １０９ ４８１，９９０ 通常単価

吉野　　葛川 １１ ２３，４９５ ミニマム単価

蕨生　　奥内 ２６ ９３，８００ 　〃

〃　　　延行 ２７ ９１，８３７ 　〃

〃　　　谷口 １８ ２５，１６３ 　〃

奥野川　 １０４ １９８，４３２ 通常単価

合　　　　計 ４７１ １，６２０，１０９

※工事金額200万以上のものを記載しています。
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◇世帯数 1,957世帯（＋５世帯）
◇総人口  4,514人  （＋６人）
男2,145人　　女2,369人
（４月中の異動）

  出生   ４ 人  死亡    ４人
  転入   19人  転出    13人

平成22年4月30日現在

行　事　予　定

６／５㈯　蛍の畔道ライトアップ
　　　　　　目黒地区17時30分～
６／13㈰　平成22年度田植休み
６／27㈰　松野町長杯卓球大会

年　月　日
宇　和　島　市

北　宇　和　郡
外　科　系 内　　　科　　　系

平成22年６月６日㈰ 宍戸脳神経クリニック
堀端町　☎（22）0597

楠 崎 内 科
本町追手　☎（24）2211

こ ば や し 小 児 科
長　堀　☎（23）1150

い し む ら 整 形 外 科
鬼北町　☎（20）6635

平成22年６月13日㈰ 友 松 外 科・ 胃 腸 科
鶴島町　☎（22）0410

中 山 内 科 胃 腸 科
堀端町　☎（22）0707

こ お り 小 児 科
中央町　☎（24）5633

鈴 木 外 科
吉田町　☎（52）0141

平成22年６月20日㈰ 藤 田 整 形 外 科 医 院
鶴島町　☎（22）5635

石 川 循 環 器 科 内 科
中沢町　☎（20）0320

やくしじこどもクリニック
泉　町　☎（24）1386

松 﨑 ク リ ニ ッ ク
三間町　☎（58）4828

平成22年６月27日㈰ 林整形外科クリニック
伊吹町　☎（23）6611

木 村 内 科 医 院
京　町　☎（24）0030

山 下 小 児 科
堀端町　☎（23）0055

岩 村 外 科 胃 腸 科
吉田町　☎（52）3111

６月の休日当番医
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年金コーナー
20歳になったら忘れずに国民年金に加入しましょう！
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。

　国民年金は、日本国内に住む20歳以
上60歳未満のすべての人が加入します。
　やがて訪れる老後や、生活の安定を
損なうような“万が一”の事態に備え、
保険料を出し合いお互いを支え合う制
度です。
　国民年金の加入者は次の３種類です。
第１号被保険者：自営業、農業、学生
等20歳以上60歳未満の方
　⇒　お住まいの市町役場の国民年金
担当窓口で直接手続きください。
第２号被保険者：厚生年金保険、共済
組合に加入している方
　⇒　本人からの加入手続きは不要で
す。
第３号被保険者：第２号被保険者に扶
養されている配偶者で20歳以上60歳
未満の方
　⇒　配偶者のお勤め先の事業主へ届
出ください。事業主経由で年金事務所
へ提出されます。
※ 20歳の前月に年金事務所から加入勧
奨状（加入のお知らせ）が送付され
た方は、必ずご回答（手続き）くだ
さい。

　加入手続きを済ませますと、年金手
帳が交付されます。この手帳は、就職、
離職をしたときや年金を受けるときな
ど、一生を通して使うため大切に保管
してください。

毎月の保険料はいくら？
　第１号被保険者の保険料は、月額
15,100円（平成22年度の額）です。なお、
保険料をまとめて前払いすることによ
り割引される前納制度もあります。
　第２号被保険者の保険料は、勤め先
を通じて納付されます。
　第３号被保険者には、保険料負担は
ありません。

第１号被保険者で保険料の納付が困難
な方は…
　20歳になって、所得が少なく保険料
を納めることが困難な方については、
本人の申請により「学生納付特例制度」
「若年者納付猶予制度」などの保険料免
除制度を利用することができます。

【問合せ先】　お近くの年金事務所、またはお住まいの市町役場の国民年金担当係

町　の　人　口

森
の
国
の
さ
く
ら

伊予美人ライブ

しずるの世界歌めぐり
vol.15

　おなじみの伊予美人ライブ、
今回のライブはおおたか静

しず

流
る

さ
んです。ご期待下さい。
公演日
　６月13日㈰
　　午後６時00
分開演
会　場
　元「伊予美人」
　正木本店酒蔵
問合せ
　伊予美人ライ
ブ事務局役場内

☎42・1111

発　行／松野町役場　　編　集／総務課　〒 798-2192　愛媛県北宇和郡松野町大字松丸343　☎0895－42－1111
URL:http://www.town.matsuno.ehime.jp/　　E-mail:m-soumu@town.matsuno.ehime.jp
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